
第４・５学年 複式国語科学習指導案
日 時 平成１７年 ９月３０日(金）５校時

児 童 第４学年 男子３名 女子５名 計８名

第５学年 男子７名 女子１名 計８名

指導者 髙橋 聡子 サポート 山口 将和

１ 単元名

４年 段落のつながりを考えよう ５年 要旨をとらえよう

教材名

４年 アップとルーズで伝える ５年 ニュース番組作りの現場から

中谷 日出 清水 建宇

光村図書４年下 光村図書５年下

２ 単元について

４年生は，これまでに「かむことの力」の学 ５年生は，これまでの学習において，段落ご

習において，キーワードや指示語に着目して， との要点をとらえたり，段落相互の関係からそ

段落の要点をとらえたり，接続語に気をつけて の構成を考えたりする学習をしてきた 「サク。

」 ，文のつながりを考えて読んだりする学習をして ラソウとトラマルハナバチ の学習においては

きた。また 「段落」と「段落」をつなげたまと まとまりごとの要点をとらえ，それらの要点が，

まりをとらえ，そのまとまりにはどんなことが まとまって要旨になっているということを学

書かれてあるのか，つながりはどのようになっ び，要旨というものを少しずつとらえることが

ているのかを考える学習も少しずつできるよう できるようになってきている。説明的文章に対

になってきている。国語の学習に対しては意欲 しての関心・意欲は高く，いろいろなことがわ

的で，読書好きな子どもが多い。しかし，その かって楽しいと感じている子どもが多い。しか

反面，キーワードや指示語，接続語を自分の力 し，中にはまとまりごとの要点をまとめること

で見つけられなかったり 「段落」のとらえが曖 ができず，要旨をとらえることを苦手としてい，

昧で，一つのまとまりとしてとらえることがで る子どもも見られる。また，間違うことを気に

きなかったりする子どもみられる。ノートのま して，積極的に自分の考えを発表したり，自信

とめ方については 支援が必要な子どもが多く をもって学習を進めたりすることができない子， ，

一人学び・学び合いにおいても，まだ，自分か どもも見られる。一人学び・学び合いの仕方は

ら進んで取り組めるまでに至っていない。 少しずつ身についてきている。

第３学年及び第４学年の「読むこと」の目標 第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標

は 「目的に応じ，内容の中心をとらえたり段落 は 「目的に応じ，内容理解や要旨を把握しな， ，

相互の関係を考えたりしながら読むことができ がら読むことができるようにするとともに，読

るようにするとともに，幅広く読書しようとす 書を通して考えを広げたり深めたりしようとす

る態度を育てる 」ことである。 る態度を育てる」ことである。。

本単元は，段落と段落のつながりという文章 本単元は，文章全体の構成をつかむことによ

構成を学習することによって，段落がまとまり って，文章の要旨をとらえ筆者の主張を読み取

を形成し，そのまとまりがさらにつながって文 ることができる単元である。また，本単元で扱

章全体になっていることを学ぶことができる単 う教材文「ニュース番組作りの現場から」は，

元である また 本単元で扱う教材文は 初め 「話題提示－過程－総括」というわかりやすい。 ， ，「 」

(話題提示) 「中」(説明) 「終わり （総括） 文章構成になっており，特にも総括の段落が要， ， 」

というわかりやすい構成になっており，文章構 旨に近い内容を述べていることから，より要旨

成をしっかりととらえさせることのできる教材 をとらえやすい教材となっている。また，過程

である。また，本教材は 「初め 「中」のまと の部分は，時間進行に沿って順に述べられてお， 」

まりがどちらも「対比 「まとめ」という関係に り，キーワードをとらえながら，じっくりと読」

なっており，そのつながりがわかりやすく，繰 みを進めることのできる教材である。さらに，

り返し指導に適した教材である。さらに，この 子どもにとってテレビのニュース番組は，身近

教材は，子どもが最もよく目にしているメディ でイメージがとらえやすく，その製作の現場に

アであるテレビの映像技法について述べられて ついての内容は，興味・関心をもって学習に取

おり，子どもにとって身近で，実際に確かめる り組めると考える。そして，この教材文を通し

ことも容易な内容であることから，興味・関心 て，番組作りにこめられている，発信者の意図



を抱きやすいものであると考える この機会に や願いを知ることはとても大切な学習であると。 ，

メディアから受け取っている情報が，一定の価 考える。

値判断・意図に基づいて取捨選択されたもので 指導にあたっては 「キーワードを押さえな，

あることにも気づかせたい。 がら，要旨をとらえる」ことを重点指導内容と

指導にあたっては 「段落のつながりを考えな 考え指導を進める。番組作りの過程を，時間の，

がら読む」ことを重点指導内容と考え，つなが 流れやキーワードに基づいて繰り返し読み取ら

りをしっかりととらえさせるために 「接続語」 せることによって，文章を読みとる力を育てて，

の学習を先に行なうことによって，より段落の いきたい。また，最後の段落が文章全体を総括

つながりがわかりやすくなるようにしたい。ま する要旨に近い内容の段落であることに気づか

た，キーワードや接続語，文末表現に着目して せ，要旨をとらえることが苦手な子どもにも，

サイドラインを引く活動や，一人学びで学んだ 最後の段落のキーワードを手がかりにして，意

ことをペアやグループで確かめ合う時間を確保 欲的に要旨をとらえさせるようにしたい。そし

し，子どもが自分の力で要点をまとめるような て，要旨をとらえることによって，筆者の主張

活動を繰り返し取り入れていくことによって， が伝わってくるということを体感させたい。一

より確かな読みの力をつけさせたい。個人カル 人学び・学び合いがスムーズにできるように学

テを活用し，配慮が必要な子どもについて把握 習の流れを一人一人に把握させ，個人カルテを

， ，し，サポートとともに支援をしていく。導入の 活用し 配慮が必要な子どもについて把握をし

段階では，題名に着目させたり，実際のテレビ サポートとともに支援をしていく。導入の段階

の画像を見せたりすることによって，教材文へ では，題名に着目させたり，実際のニュースと

の興味・関心を喚起させ，学習の最後には，日 特集の違いを見せることによって，教材文への

常から「対比」になるものを探し 「対比 「ま 興味・関心を喚起させたい。学習の最後には，， 」

とめ のつながりになるような短作文作りをし 同じような構成になっている文章を自分の力で」 ，

読みを広げていきたい。 要旨にまとめる練習をし，この学習をより確か

なものにしていきたい。

３ 研究の仮説とのかかわり

・段落のつながりを意識させながら読み取りをさ ・段落やまとまりの要点をとらえ，文章全体の

せる。 構成を考えさせながら読み取りをさせる。（仮説１ 指導内容を重点化した繰り返し指導）

）・接続語や文末表現に気をつけて読み取りをさせ （仮説１ 指導内容を重点化したくり返し指導

る。 ・キーワードや時間の流れを表す言葉に着目さ（仮説１ 指導内容を重点化した繰り返し指導）

・段落ごとのキーワードに着目させ要点をとらえ せ，要旨をとらえさせる。

）させる。 （仮説２ キーワードをもとに読み取っていく指導の工夫

）（仮説２ キーワードをもとに読み取っていく指導の工夫

４ 単元の目標

国語への関心・意欲・態度

・情報を伝えることに興味をもち，文章全体を構 ・ニュース番組作りについて興味をもち，文章

造的にみようとする。 構成や要旨を進んでとらえようとする。

（ ） （ ）ア ア

読むこと

・それぞれの段落が全体の中でどのような役割を ・キーワードを手がかりにして，内容を的確に

， 。 （ ）果たしているかを考えながら読む。 (イ） おさえ 要旨をとらえる イ

・段落の中心となる文や語をとらえて，要点にま ・時間の流れにしたがって，過程を読みとる。

とめる オ (オ)。 （ ）

言語事項

・文章全体について段落の役割を理解する。 ・文章の構成について理解することができる。

（オ(イ)） （オ(ア ））

・文と文の意味のつながりを考えながら，指示語

や接続語を使う。 (オ(ウ ））



５ 学習計画 第４学年（１２時間）

段階 学習活動 時 評価規準

１ 文と文のつながりについて学
習する。

①「だから 「しかし」の働きと使 １ ・ だから 「しかし」を使って文をつな」 「 」
（発言・ノート 【言】い方を理解する。 げている。 ）

②接続語に表れる気持ちを考える １ ・気持ちを考えて接続語を選んでいる。。
（発言・ノート 【言】）

つ
２ 教材文を読み学習の見通しを
もつ。

① テレビの映像を見たり，題名 １ ・テレビの映像や題名をから，気がつい
か を読んだりして，アップとルー たことや知っていることを発表してい

（発言・ノート 【関】ズについて知っていることを発 る。 ）

表し合う。
② 全文を通読して感想をもち， １ ・初めて知ったことやもっと知りたいこ

む まとまりに分け，学習の見通し とをノートに書いている。
（ ）【 】をもつ。 発表・ノート 関

・全文が８段落から構成されて ・８つの形式段落に分け，全体を３つの
いること，大きく３つのまと まとまりに分けている。

（ ）【 】まりで話が展開されているこ ノート 読
とを確かめる。 ・学習の見通しをもっている。

（発言・ノート 【読】４ ・学習計画を立てる。 ）

３ 段落ごとにキーワードや中心
となる文を手がかりにして読む ・アップ・ルーズとは何かをノートに書。

（ノート 【読】① アップとルーズの内容を読み １ いている。 ）
ふ 取る。 ・対比関係・まとめというつながりをノ

② １・２段落と３段落のつなが １ ートに書いている。 ( 【読】発言・ノート）
か りを考える。

③ アップとルーズの長所・短所 １ ・伝えられること・伝えられないことに
め を読みとる。 分けてノートに書いている。（本時）

（ 【読】サイドライン・発言・ノート）
る ④ ４・５段落と６段落のつなが １ ・対比関係・まとめというつながりをノ

りを考え，まとめを読みると ートに書いている。 ( 【読】発言・ノート）
る。 ・筆者の伝えたいことにサイドラインを

引きノートに書いている。
４ （ 【読】サイドライン・発言・ノート）

４ 接続語や要点を手がかりにし
ま て段落と段落の続き方をまとめ
と る。
め ① 読み取ってきたことを確かめ １ ・それぞれのまとまりに小見出しをつけ

。 （ 【 】る 大きなまとまりに小見出しを ている 読サイドライン・発言・ノート）
つける。 ・接続語や要点を確認し，段落と段落の

② 段落のつながりを考え，文章 １ つながりをノートに書いている。
（ 【 】２ 全体の構成を考える。 読サイドライン・発言・ノート）

ひ ５ 接続語を使って対比になる文
ろ を作り，５年生へ伝える。
め ① 身近なものから，対比になる １ ・既習を生かして，対比の文を書いてい
る 素材を探し，文にまとめる。 る。 （ワークシート 【読】）

② ５年生に伝える。 １ ・５年生にわかるように発表している。
２ （発表 【読】）

第５学年（１２時間）

段階 学習活動 時 評価規準

１ 教材文を読み学習の見通しを
もつ。

①・ニュースと特集の番組をみて １ ・映像を見て，違いや気がついたことな
つ 気がついたことを発表し合う ど自分の考えをもっている。。

（発言・ノート 【関】・題名，全文を読み，感想をも ）
か つ。 ・初めてしったことや興味をもったこと

について発表しようとしている。
（発表・ノート 【関】む ② まとまりに分け，学習の見通 １ ）

しをもつ。
・１２の段落を整理し，文章構 ・１２の段落を構成を考えながら３つの
成を考えながら３つのまとま まとまりに分けている。

（ ） 【 】りに分け小見出しをつける。 ノート 読

２ ・学習の見通しをもつ。 ・小見出しを付け，学習の見通しをもっ
（ ）【 】ている。 発言・ノート 読

２ 段落やまとまりごとに要点を
とらえながら読みとる。 ・話題を読み取り，特集とはなにかをま

① 話題提示の文を読みとる。 １ とめて書いている。
（サイドライン・ノート 【読】ふ ）

，② 話題選び・企画会議１につい １ ・おどろきや疑問にサイドラインを引き
。て読みとる。 それが話題になることをまとめている

（ 【 】か 読サイドライン・発言・ノート）
③ 取材・分かったことを読みと １ ・取材でわかったことをノートにまとめ

。 （ 【 】る。 て書いている 読サイドライン・発言・ノート）
め ④ 企画会議２・撮影について読 １ ・分かりやすくするための撮影の工夫を

み取る。 まとめて書いている。
（ 【 】サイドライン・発言・ノート） 読

る ⑤ 編集・原稿について読み取る １ ・どのように編集されるか・放送用原稿。
の工夫は何かにサイドラインを引き，（本時）
ノートにまとめている。

（ 【 】サイドライン・発言・ノート） 読
⑥ 放送・筆者のまとめを読み取 １ ・番組作りの過程を確認し，放送で伝え

る。 たかったことや願いをノートに書いて
６ いる。

（ 【 】サイドライン・発言・ノート） 読

３ 段落相互の関係をまとめ，要 ・まとまりごとの要点やキーワードをふ
ま 旨をとらえる。 り返り，要旨を書いている。

（ノート 【読】と ① 読み取ってきたことを確かめ １ ）

め 文章全体の構成をとらえ，自 ・友だちと比べあい要旨をよりよいもの
る 分なりに要旨をまとめる。 にしようとしている。

（ 【 】② 友だちと比べ合いよりよい要 １ 読発言・ノート）
旨になるように話し合いまと ・教材文の要旨をまとめている。

（ノート 【読】２ める。 ）

４ 資料を使って要旨をとらえ，
ひ ４年生に伝える。
ろ ① 資料の要旨を読み取り，筆者 １ ・資料を使って要旨をまとめ，筆者の考
め の考えをまとめる。 えを書いている。

（ノート 【読】る ）

② ４年生に伝える。 １ ・４年生にわかるように発表している。
（ ）【 】２ 発表 読



６ 本時の指導

（１）目標 第４学年 第５学年

アップとルーズの伝えられること，伝えられないことを読 編集と原稿を書く過程を読み取ることができる。

み取ることができる。

（２）授業仮説

キーワードや接続語，文末表現に気をつけながら読み取る キーワードをとらえながら読み取ることにより，より確

ことにより，段落相互のつながりに気づくことができる。 かな読み取りをすることができる。

（３）展開

前時の指導

○①段落を読み取り，②③段落とのつながりを考える。 ○企画会議２・撮影について読み取る。

。 。（ ）・接続語に着目する （仮説１） ・企画会議２・撮影の段落のキーワードをとらえる 仮説２

・キーワードにサイドラインを引き，要点をまとる （仮説２） ・過程に沿って，まとまりの要点をまとめる （仮説１・２）。 。

・①②③段落のつながりを考える （仮説１）。

指導上の留意点 学習活動・内容 学習形態 学習活動・内容 指導上の留意点

段階

・隣の友だちと一緒に，アップ １ 前時までの学習をふり １ 前時までの学習をふ

とルーズはどのようなものだ 返り，本時の学習に見通 り返り，本時の学習に 前時の確認と⑪段落への

ったかをふり返らせる。 しをもつ。 見通しをもつ。 つながりを意識させ，本時

（ ）（１）ペアで既習事項を確 （１）⑧段落についてふ の位置づけを行う。 仮説１

キーワードと既習内容をふ 認する。 つ り返る。

り返させることにより本時の （２）放送されるまでの

。 ，活動がよりスムーズに進めら 過程を大きくとらえる ・大きくとらえることにより

れるようにする か ３ 学習範囲を音読し 文章全体の構成にも気づか。 （ ） ，（ ）仮説１・２

小見出しを確認する。 せる。

（ ） ， ，・学習範囲を確認するために④ ２ 学習範囲を微音読し ・⑨段落 編集 ・学習範囲を確認するために

⑤段落をしっかりと微音読さ それぞれの段落が何につ ・⑩段落 放送原稿 ⑨⑩段落をしっかり音読さ

せる。 いて書かれてあるかを考 む せる。

・④⑤段落が何について述べら える。 ２ 学習課題を確かめる キーワードを意識させる。

れているか見通しをもつ。 ・④段落 アップ ことにより，より読み取

・⑤段落 ルーズ 編集と原稿を書く過 りを確かなものにする。

（仮説２）程を読み取ろう。

・既習事項を生かして，接続語 （３）学習範囲の接続語を

。を探させる。 見つける。 ３編集について読み取る

接続語に着目させる。 ・しかし （１）何が分かるように キーワードに着目させ，サ

（仮説１） ・でも 編しようとしたのかを イドラインを引きながら読

読み取る。 み取らせ，発表させる。

（ ）① 仮説２訓練がなぜ実現したか。

。⑧ ⑧ ・一人学びの仕方を確認する②住民はどう思ったか。

２ 学習課題を確かめる。 （２）何を中心としてま

とめたのかを読み取る ・ １）で学んだ①と②に対。 （

・⑥段落に着目させ，アップと アップとルーズの伝え （一人学び） 応させながら，そのために

ルーズには伝えることと伝え られることと伝えられ 前半 噴火の歴史 何を編集したのかが分かる

られないことがあることに気 ないことを読み取ろう。 観測結果 ようにまとめさせる。

づかせる。 ふ 後半 参加した人の ・視写ノートを活用し，サイ

語っている声 ドラインを引かせたり，微

視写ノートを活用し，キー ３ アップの伝えられるこ 音読をさせたりしながら読

ワード・接続語・文末表現 と伝えられないことを読 み取らせる。

などにサイドラインを引か み取る。

せ読み取らせる （１）音読をし，キーワー。（仮説１・２）

ドと接続語，文末表現の ４ 放送原稿の工夫を読 ・自分の力でキーワードを見

・自分の考えをたくさん発表さ 確認をする。 み取る。 つけられるように，板書等

せる。 （２）伝えられること，伝 （１）放送原稿の工夫を を工夫する。

・一人学びに生かせるように， えられないことの視点で ノートに書き出す。 キーワードに着目させる。

ノートに分けてまとめさせる ④段落をまとめる。 （一人学び） （仮説２）。

伝えられること （２）友だちと考えを交 ・自分の考えと友だちの考え

細かい部分の様子 流する （学び合い） を比べ，よりよいものにす。

伝えられないこと る。耳で聞いて分かりやす

い言葉。走っている選手以外の



・一人学びの仕方を確認する。 うつされていない多く 一文は短くする。

ひと目で分かる地図や表。の部分 ⑨ ⑨

か （３）まとめたものを確 ・自信をもって発表させる。

４ ルーズの伝えられる 認する。

⑤段落を微音読し，キーワー こと伝えられないことを

ド・接続語・文末表現にサイ 読み取る。 ５ 何が分かるように編集

ドラインを引かせ，ノートに （１）同じように⑤の段落 し，原稿にはどのような キーワードに着目させ，要

（仮説２)まとめさせる を自分の力でまとめる。 工夫があるのか要点にま 点をまとめさせる。 。（仮説１・２）

（一人学び） とめる。 ・編集は教師とともに，放送

。・隣の友だちと自由に意見を交 （２）ペアとまとめたもの 原稿は自分の力でまとめる

具体の評価規準流させる。 を確認する。 訓練がなぜ実現したか，

（学び合い） Ａ 編集・放送原稿のキー訓練に参加した住民はど

ワード使って，自分の力う思ったかの答えが分か

でノートに要点を書いてるように編集し，原稿に

⑨ ⑨ いる。は，耳で聞いてわかりや

・自信をもって発表させる。 （３）まとめたものを発表 Ｂ 編集のキーワード２つすい言葉を選び，一文を

し，確かめる。 と放送原稿の工夫のキー具体の評価規準 短くし，ひと目で分かる

Ａ め ワード３つをノートに書分けて書くことができ，④と ような工夫がされている。

伝えられること き出している。⑤段落が前時に学習した対比の

広いはんいの様子 Ｃへの支援関係になっていることに気づく

伝えられないこと キーワードを見つけるたことができる。

Ｂ 各選手の顔つきや視線 めに中心という言葉や～アップとルーズの伝えられ

それから感じられる気 ます。という文末に着目ること・伝えられないことを分

持ち させる。けて書くことができる。

Ｃへの支援 ６ ⑨⑩段落の全体にお ・既習を生かし，今日の段落

５ キーワードをもとに課 ける構成を考える。 が文章全体においてどこに「 」「 」分かります 分かりません

題のまとめをし，段落の 位置づけられるか考えさせなどの言葉を一緒に探し，ノー

つながり方を考える。 る。トに視写をさせる。

・学習したことをまとめさせる ７ まとめの微音読をす ・早くできた児童にはまとめ。 アップでは細かい部分の様子が伝えられるが

・図式化して，ノートに書かせ る。 の微音読をさせる。走っている選手以外のうつされていない多くの部

分は伝えられない。る。

ルーズでは広い範囲の様子が伝えられるが、各前時のつながり方をふり返ら

せ，今日のつながり方を比べ ⑤ る ⑤選手の顔つきや視線、それから感じられる気持ち

は伝えられない。させる。 （仮説１）

６ 学習内容をふり返りな ８ 要点と，⑨⑩段落の

がらまとめの微音読をす 位置づけを確認する。 ⑨⑩段落は，中のまとまり

る。 で放送につながる最後の過

程のとしてとらえさせ，次

。 （ ）時につなげる 仮説１

④ ④

７ 本時の学習のまとめ ９ 本時の学習のまとめ

をする。 をする。

・ノートを見ながら，進んで発 （１）学習課題について （１）学習課題について ・自信をもって発表させる。

表させる。 のまとめを発表する。 まとめを発表する。

・ノートにふり返りを書かせ評 （２）自己評価・相互評 （２）自己評価・相互評 ・ノートにふり返りを書かせ

価させる。 価をし，発表する。 ま 価をし，発表する。 評価させる。

・友だちのがんばりにも目をむ と ・友だちのがんばりにも目を

けさせる。 め むけさせる。

る

・次時は，⑥の段落を学習し， ８ 次時の学習内容を確 １０次時の学習内容を確 ・次時は，今日の学習を生か

今日の段落とどうつながって かめる。 かめる。 して放送される過程を読み

いるか考えていくことを伝え 取り，最後の筆者のまとめ10

。る。 分 を読み取ることを知らせる

次時の活動

○⑥段落を読み取り，④⑤段落とのつながりを考える ○放送・筆者のまとめについて読み取る。

・接続語に着目する （仮説１） ・放送の段落のキーワードをとらえる （仮説２）。 。

・キーワードにサイドラインを引き，要点をまとる （仮説２） ・過程に沿って，要点をまとめる （仮説１・２）。 。

・④⑤⑥段落のつながりを考える （仮説１） ・筆者のまとめをキーワードをもとにとらえる （仮説２）。 。



話
題

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で

話
題

ニ
ュ
ー
ス
番
組

伝
え
る

作
り
の
現
場
か
ら

清
水

建
宇

中
谷

日
出

①

⑧
撮
影
の
過
程

反
対
の
こ
と
⇔

③
ま
と
め
て
い
る

②

（
話
題
）

題

編
集
と
原
稿
を
書
く
過

題

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
の
伝
え
ら
れ
る
こ
と

課

程
を
読
み
取
ろ
う
。

課

と
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
読
み
取
ろ

う
。

し
か
し

⑨
編
集
の
過
程

④

ア
ッ
プ

何
が
分
か
る

何
を
中
心
と
し
て

伝
え
ら
れ
る
こ
と

伝
え
ら
れ
な
い
こ
と

よ
う
に

編
集
し
た
か

年

前
半

年

細
か
い
部
分
の
様
子

走
っ
て
い
る
選
手
以

・

噴
火
の
歴
史

外
の
う
つ
さ
れ
て
い

訓
練
が
な
ぜ

五

観
測
結
果

四

な
い
多
く
の
部
分

実
現
し
た
か
。

後
半

反
対
の
こ
と
⇔

参
加
し
た
人
の

・
住
民
は

板

語
っ
て
い
る
声

板

⑤
ル
ー
ズ

で
も

ど
う
思
っ
た
か
。

伝
え
ら
れ
る
こ
と

伝
え
ら
れ
な
い
こ
と

黒

黒

⑩
原
稿
を
書
く
過
程

広
い
範
囲
の
様
子

各
選
手
の
顔
つ
き
や

面

・
耳
で
聞
い
て
分
か
り
や
す
い
言
葉

面

視
線
、
そ
れ
か
ら
感

。

・
一
文
は
短
く
す
る
。

じ
ら
れ
る
気
持
ち

正

・
ひ
と
目
で
分
か
る
地
図
や
表
。

側

訓
練
が
な
ぜ
実
現
し
た
か
、
訓

ア
ッ
プ
で
は
細
か
い
部
分
の
様
子
が
伝

め
練
に
参
加
し
た
住
民
は
ど
う
思
っ

め
え
ら
れ
る
が
走
っ
て
い
る
選
手
以
外
の

た
か
の
答
え
が
分
か
る
よ
う
に
編

う
つ
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
部
分
は
伝

と
集
し
、
原
稿
に
は
、
耳
で
聞
い
て

と
え
ら
れ
な
い
。

わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
び
、
一

ル
ー
ズ
で
は
広
い
範
囲
の
様
子
が
伝

ま
文
を
短
く
し
、
ひ
と
目
で
分
か
る

ま
え
ら
れ
る
が
、
各
選
手
の
顔
つ
き
や
視

よ
う
な
地
図
や
表
な
ど
の
工
夫
が

線
、
そ
れ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
気
持
ち
は

さ
れ
て
い
る
。

伝
え
ら
れ
な
い
。

④
⑤
の
全
文
視
写

⑨
⑩
の
全
文
視
写

＞画計書板＜

⑪
放
送
の
過
程

⑥
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
ら。

れ
る
こ
と
と
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る



第
四
学
年

教
材
分
析
表

単
元
名

段
落
の
つ
な
が
り
を
考
え
よ
う

教
材
名

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
伝
え
る

（
説
明
文
）

中
谷

日
出

要
旨

テ
レ
ビ
の
画
面
は
、
広
い
範
囲
を
う
つ
す
「
ル
ー
ズ
」
あ
る
部
分
を
大
き
く
う
つ
す
「
ア
ッ
プ
」
の
と
り
方

が
あ
る
。
ア
ッ
プ
で
は
、
選
手
の
表
情
や
様
子
な
ど
が
よ
く
伝
わ
る
が
、
映
っ
て
い
な
い
部
分
は
伝
わ
ら
な

い
。
ま
た
、
ル
ー
ズ
で
は
、
観
客
席
や
選
手
と
お
う
え
ん
し
た
人
の
一
体
感
な
ど
広
い
範
囲
の
様
子
が
伝
わ

る
が
選
手
の
顔
つ
き
や
視
線
気
持
ち
な
ど
は
伝
わ
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
は
目
的
に
応
じ
て
、
切
り
か

え
な
が
ら
放
送
を
し
て
い
る
。
写
真
に
も
、
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
が
あ
り
、
新
聞
で
は
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た

り
、
目
的
に
応
じ
て
選
ん
だ
り
し
て
使
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
受
け
手
が
知
り
た
い
こ
と
、
送
り
手
が
伝

え
た
い
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
、
ア
ッ
プ
や
ル
ー
ズ
を
決
め
た
り
選
ん
だ
り
し
て
い
る
。重

点
化
し
た
指
導
内
容

段
落

小
見
出
し

要
点

読
み
取
り
に
必
要
な

に
関
係
す
る
言
語
事
項

形
式
段
落

キ
ー
ワ
ー
ド

①

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
テ
レ
ビ
画
面
に
は
、
会

★
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

場
全
体
が
う
つ
し
出
さ
れ
、
コ
ー
ト
の
選
手

★
画
面
★
会
場
全
体

示

ア
ッ
プ
と

た
ち
の
様
子
と
観
客
席
の
様
子
が
伝
わ
る
。

★
選
手
・
観
客
席

Ⅰ

提

ル
ー
ズ
と

②

後
半
が
始
ま
る
時
、
画
面
に
は
、
コ
ー
ト

★
き
ん
ち
ょ
う
し
た

◎
い
よ
い
よ

題

は
な
に
か

中
央
の
選
手
が
大
き
く
う
つ
し
出
さ
れ
る
。

顔
つ
き

話

③

広
い
範
囲
を
う
つ
す
と
り
方
を

ル
ー
ズ

★
広
い
範
囲

◎
初
め
の

「

」

あ
る
部
分
を
大
き
く
う
つ
す
と
り
方
を
「
ア

★
ル
ー
ズ

◎
次
の

ッ
プ
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
は
ど
ん
な
ち
が

★
部
分
を
大
き
く

◎
～
で
し
ょ
う

い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

★
ア
ッ
プ

④

ア
ッ
プ
で
は
細
か
い
部
分
の
様
子
が
伝
え

★
細
か
い
部
分
の
様

◎
分
か
り
ま
す

ら
れ
る
が
走
っ
て
い
る
選
手
以
外
の
う
つ
さ

子

◎
し
か
し

れ
て
い
な
い
多
く
の
部
分
は
伝
え
ら
れ
な
い

★
う
つ
さ
れ
て
い
な

◎
こ
の
と
き

。

い
多
く
の
部
分

◎
～
で
し
ょ
う

明

ア
ッ
プ
と

⑤

ル
ー
ズ
で
は
広
い
範
囲
の
様
子
が
伝
え
ら

★
広
い
範
囲
の
様
子

◎
分
か
り
ま
せ
ん

Ⅱ

ル
ー
ズ
の

れ
る
が
、
各
選
手
の
顔
つ
き
や
視
線
、
そ
れ

★
顔
つ
き
や
視
線
・

◎
分
か
り
ま
す

説

長
所
と
短

か
ら
感
じ
ら
れ
る
気
持
ち
は
伝
え
ら
れ
な
い

気
持
ち

◎
で
も

。

所

★
伝
え
ら
れ
る
こ
と

◎
分
か
り
ま
せ
ん

⑥

ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
ら

★
伝
え
ら
れ
な
い
こ

◎
こ
の
よ
う
に

れ
る
こ
と
と
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、

と

目
的
に
応
じ
て
切
り
か
え
て
放
送
し
て
い
る

★
目
的
に
お
う
じ
て

。

⑦

写
真
に
も
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
は
あ
り
、
新

★
写
真

◎
そ
れ
ら

聞
で
は
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ
た

★
組
み
合
わ
せ
る

◎
そ
し
て

め

ア
ッ
プ
と

り
、
目
的
に
合
う
も
の
を
選
ん
だ
り
し
て
使

★
選
ん
で

Ⅲ

と

ル
ー
ズ
の

っ
て
い
る
。

★
受
け
て

ま

使
い
分
け

⑧

テ
レ
ビ
で
も
新
聞
で
も
、
受
け
手
が
知
り

★
知
り
た
い
こ
と

◎
～
で
も
～
で
も

た
い
こ
と
、
送
り
手
が
伝
え
た
い
こ
と
を
考

★
送
り
手

え
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
を
決
め
た
り
、
と
っ
た

★
伝
え
た
い
こ
と

も
の
を
選
ん
だ
り
し
て
い
る
。

★
決
め
る
・
選
ぶ

《
文
章
構
成
》

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧



第
五
学
年

教
材
分
析
表

単
元
名

要
旨
を
と
ら
え
よ
う

教
材
名

ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら

（
説
明
文
）

清
水

建
宇

要
旨

番
組
作
り
の
出
発
点
は
、
報
道
ス
タ
ッ
フ
が
驚
き
や
疑
問
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
驚
き
や
疑
問
を
的
確
に

伝
え
る
た
め
に
は
、
綿
密
な
取
材
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
取
材
を
通
し
て
見
え
て
き
た
答
え
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
た
め
に
編
集
を
し
、
伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、

制
作
者
は
、
ど
の
過
程
に
お
い
て
も
「
伝
え
た
い

「
分
か
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
番
組
を
作
っ

」

て
い
る
。

重
点
化
し
た
指
導
内
容

段

小
見
出
し

要
点

読
み
取
り
に
必
要
な

に
関
係
す
る
言
語
事
項

落

形
式
段
落

キ
ー
ワ
ー
ド

大
勢
の
人
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
を
ニ
ュ
ー

★
ニ
ュ
ー
ス

◎
そ
の
日

示

ス
と
い
い
、
い
ち
早
く
伝
え
ら
れ
る
が
、
多

★
い
ち
早
く

提

特
集
は
、
ど

く
の
人
が
関
心
を
持
ち
そ
う
な
話
題
、
関
心

★
関
心

Ⅰ

題

の
よ
う
な
も

①

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
話
題
は
、
時
間
を
か

★
時
間
を
か
け
る

話

の
か

け
て
く
わ
し
く
取
材
を
し
、
特
集
と
し
て
取

★
取
材

り
上
げ
ら
れ
る

そ
の
過
程
を
み
て
み
よ
う

★
特
集
★
過
程

◎
こ
こ
で
は

。

。

デ
ス
ク
は
、
訓
練
が
は
じ
め
て
で
あ
る
こ

★
報
道
ス
タ
ッ
フ

話
題
選
び

②

と
に
お
ど
ろ
き
、
そ
れ
は
多
く
の
人
に
関
心

★
内
容
・
伝
え
方

を
呼
ぶ
話
題
だ
と
考
え
、
特
集
と
し
て
伝
え

★
デ
ス
ク

◎
そ
し
て

る
こ
と
に
し
た
。

★
お
ど
ろ
き

会
議
を
し
、
放
送
の
十
六
日
前
に
、
疑
問

★
取
材

◎
さ
っ
そ
く

を
中
心
に
取
材
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
取
材

★
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

◎
な
ぜ
～
の
か
。

で
大
切
な
の
は
正
確
さ
だ
。
住
民
も
危
機
感

★
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

③

が
な
い
た
め
、
訓
練
に
積
極
的
で
は
な
く
、

★
疑
問
★
十
六
日
前

企
画
会
議
１

④

観
光
が
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

★
正
確
さ

◎
こ
こ
ま
で
の

取
材

⑤

も
訓
練
に
ふ
み
切
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

★
危
機
感
★
観
光

◎
そ
れ
で

⑥

富
士
山
は
、
現
在
も
活
動
中
の
火
山
で
あ
る

★
ふ
み
切
れ
な
い

◎
そ
し
て

こ
と
を
知
り
、
訓
練
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
こ

★
活
動
中

◎
で
は

な
ぜ
～
で
し
ょ
う
か

と
か
ら
県
は
訓
練
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

★
訓
練
の
大
切
さ

◎

程

八
日
前
に
は
、
再
び
会
議
を
開
き
内
容
を

★
伝
え
る

Ⅱ

確
か
め
、
ビ
デ
オ
映
像
と
し
て
、
だ
れ
に
イ

★
ビ
デ
オ
映
像

◎
こ
う
し
た

過

⑦

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
か
、
ど
こ
を
さ
つ
え
い
す

★
だ
れ
に
・
ど
こ
を

企
画
会
議
２

⑧

る
か
決
め
た
。
映
像
は
、
目
で
見
て
わ
か
る

★
八
日
前

撮
影

よ
う
に
工
夫
し
、
画
面
に
は
富
士
山
が
映
る

★
目
で
見
て
分
か
る

よ
う
に
し
た
。
訓
練
に
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

★
富
士
山
が
映
る

◎
～
た
め

も
参
加
し
、
住
民
の
声
を
聞
い
た
。

★
住
民
の
声

二
日
前
に
さ
つ
え
い
が
終
わ
り
、
訓
練
が

★
な
ぜ
実
現
し
た
か

◎
な
ぜ
～
か

な
ぜ
実
現
し
た
か
、
訓
練
に
参
加
し
た
住
民

★
ど
う
思
っ
た
か

◎
前
半
は

編
集
・
原
稿

⑨

は
ど
う
思
っ
た
か
の
答
え
が
分
か
る
よ
う
に

★
耳
で
聞
い
て
分
か
り
や

◎
後
半
は

作
り

⑩

編
集
し
た

同
時
に

全
体
の
構
成
を
考
え

す
い

。

、

、

耳
で
聞
い
て
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
び
、

★
一
文
は
短
く
す
る

◎
同
時
に

一
文
を
短
く
し
、
ひ
と
目
で
み
て
わ
か
る
よ

★
ひ
と
目
で
み
て
わ
か
る

う
な
、
工
夫
し
た
放
送
用
原
稿
を
書
く
。

い
よ
い
よ
特
集
が
放
送
さ
れ
、
取
材
を
重

★
結
び
ま
し
た

◎
い
よ
い
よ

放
送

⑪

ね
て
き
て
最
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
が
結
び

★
最
も
伝
え
た
か
っ
た

に
伝
え
ら
れ
た
。

こ
と

お
ど
ろ
き
や
疑
問
は
、
番
組
を
つ
く
る
と

★
お
ど
ろ
き
や
疑
問

◎
こ
う
し
た

き
の
大
切
な
出
発
点
で
あ
り
、
見
て
い
る
人

★
取
材

◎
や
が
て

め

ニ
ュ
ー
ス
番

に
知
ら
せ
る
ね
う
ち
が
あ
る
こ
と
を
選
び
、

★
伝
え
た
い
こ
と

◎
そ
れ
を

Ⅲ

と

組
作
り
に
大

⑫

知
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め

★
撮
影

◎
そ
の
中
か
ら

ま

切
な
こ
と

て
ニ
ュ
ー
ス
番
組
が
作
ら
れ
て
い
る
。

★
知
ら
せ
る
ね
う
ち
が

◎
ま
た

あ
る
こ
と

★
知
っ
て
考
え
て
ほ
し

い
と
う
願
い

《
文
章
構
成
》

⑥⑤

⑧

⑩

①

②

④

⑦

⑨

⑪

⑫

③



個人カルテ アップとルーズで伝える
名前

めざす子ども像 段落相互の関係を考えながら中心的事柄を読みとり、要点にまとめることができる。

単元の重点指導内容 段落のつながりを考えながら読む

実態 かむことの力単元テスト ・まとまりを見つけることができる ◎ ○ △/100
・接続後や指示語を見つける ◎ ○ △ ・キーワードを見つけることができる ◎ ○ △
・段落に分けることができる ◎ ○ △ ・要点をまとめることができる ◎ ○ △

初発の感想

毎時間の評価基準 日時 関心・意欲 自己評価 備考段落のつながりについて考える 要点をとらえる

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △「だから 「しかし」を使って文をつなげることができる。」 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △気持ちを考えて接続語を選ぶことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △知っていることやもっと知りたいことを発表することができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △まとまりに分け、学習の見通しをもつことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △アップ・ルーズとは何かを書くことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △対比関係・まとめというつながりがわかる。 /

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △伝えられること・伝えられないことに分けてノートに書くことができる。 Ａ Ｂ Ｃ /

Ａ Ｂ Ｃ対比関係・まとめというつながりがわかる。
Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △筆者の伝えたいことにサイドラインを引きノートに書くことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △それぞれのまとまりに小見出しをつけることができる。 /

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △接続語や要点を確認し，段落と段落のつながりをノートに書くことができる。 Ａ Ｂ Ｃ /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △既習を生かして，対比の文に書くことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △5 年生にわかるように発表することができる。 /

単元の終了（最終の感想） ・アップとルーズで伝える単元テスト ／１００点
・情報について興味をもち、進んで調べようとしている はい いいえ
・段落と段落のつながりに気をつけながら読もうとしている。 はい いいえ



個人カルテ ニュース番組作りの現場から
名前

めざす子ども像 読む目的に応じて内容を的確に押さえながら、要旨をとらえることができる。

単元の重点指導内容 キーワードを押さえながら，要旨をとらえる

実態 ・ ・キーワードを見つけることができる ◎ ○ △サクラソウとトラマルハナバチ単元テスト /100
・まとまりに分ける ◎ ○ △ ・要点をまとめることができる ◎ ○ △
・小見出しをつける ◎ ○ △ ・要旨の大体をとらえることができる ◎ ○ △

初発の感想

毎時間の評価基準 日時 関心・意欲 自己評価 備考文章の構成について考える 要旨（要点）をとらえる

自分の考えを持つことができる。 Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △/

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △学習の見通しをもつことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △話題を読み取り，特集とはなにかをまとめて書くことができる。 /

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △おどろきや疑問にサイドラインを引き，ノートにまとめることができる。 Ａ Ｂ Ｃ /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △取材でわかったことをノートにまとめることができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △分かりやすくするための撮影の工夫をまとめて書くことができる。 /

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △どのように編集されるか・放送用原稿の工夫は何かにサイドラインを引き，ノートにまとめるこ /
Ａ Ｂ Ｃとができる。

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △番組作りの過程を確認し，放送で伝えたかったことや願いをノートに書くことができる。 /
Ａ Ｂ Ｃ

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △まとまりごとの要点やキーワードをふり返り，要旨を書くことができる。 Ａ Ｂ Ｃ /

Ａ Ｂ Ｃ友だちと比べあいよりよいものにしようとすることができる。
Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △教材文の要旨をまとめることができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △資料を使って要旨をまとめ，筆者の考えを書くことができる。 /

Ａ Ｂ Ｃ ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ ◎ ○ △ ◎ ○ △４年生にわかるように発表することができる。 /

単元の終了（最終の感想） ・ニュース番組作りの現場から単元テスト ／１００点
・情報について興味をもち、進んで調べようとしている はい いいえ
・時系列に沿って文章を読み取ろうとしている。 はい いいえ




